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1. 装置の管理と事前受付について 

 

ストレス応答遺伝子解析装置はゲノム多様性グループで保守管理します。利用に関しては、

事前に管理責任者（佐藤）あるいは解析担当者（吉田）に連絡し、説明をうけて下さい。

なお、解析可能なサンプルは植物で、解析用のプローブ等もご自分で準備できる場合に限

ります。 

 

 

2. 利用申込み 

 

本装置の利用を希望される方は、「植物科学最先端研究ネットワーク利用申請書」により利

用申請していただきます。利用案内については、以下のサイトをご覧ください。利用予約表

もここからご利用になれます。 

http://www.rib.okayama-u.ac.jp/collaboration/collaboration3.html 

 

 

3. 利用できるプロトコルの種類 

 

本装置はイルミナ社製 HiScanシステムの互換機です。装置の内容につきましてはメーカーの提供

する以下の URLでご確認ください。 

http://www.illuminakk.co.jp/systems/hiscan.ilmn 

現在のところ、利用可能なプロトコルは Golden Gateアッセイおよび Infinium Assayに限られており

ます。それぞれのプロトコルに必要な消耗品をご準備ください。 

http://www.illuminakk.co.jp/systems/hiscan/kits.ilmn 

データの解析は基本的に使用者が行いますが、解析をご希望の場合はご相談ください。 

http://www.rib.okayama-u.ac.jp/collaboration/collaboration3.html
http://www.illuminakk.co.jp/systems/hiscan.ilmn
http://www.illuminakk.co.jp/systems/hiscan/kits.ilmn


4. 参考論文 

 

オオムギの Golden Gateアッセイを利用した SNPマッピングの事例は以下をご参照ください。 

http://www.biomedcentral.com/1471-2164/10/582 

 

 

5. 経費の負担について 

 

利用に関わる消耗品については利用者負担でお願いしますので、各自で準備下さい。また、電力

量は課金を予定しています。メンテナンスについても利用者負担を原則としますが、明らかに過失

と認められる故障については利用者で負担していただきます。 

 

 

6. 謝辞について 

 

最先端研究開発戦略的強化費補助金による機器として、学会・論文発表など成果が出た場合は

それを明記してください。解析を当研究所に依頼する場合は共同研究として行っていただきます。

成果発表は共同研究契約の内容に従って下さい。 

 

 

7. 連絡先 
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